
 
 
 
 

　総則・評価特別部会　取りまとめ（案）から　③ 

   

 

　　 

調整授業時数制度の具体化　その３ 
 
４　裁量的な時間（学習枠）の類型 
 

❶　個に応じた学習過程の充実に資する取組 

（例）総合的な学習の時間等で設定した個人探究課題の 

深掘り、自ら選んだ教科等の学習課題に関して自己 

調整しながら学ぶ取組、個々の児童・生徒のニーズ 

や認知の特性に応じた個別指導や学習カウンセリン 

グ、下学年の未習得事項を効果的に学び直すプログ 

ラム等 

❷　学習の素地を高める取組 

（例）個人探究を伴う体験活動の充実、企業・団体等とも連携して児童・生徒の視野を広げ学習 

意欲を高める取組、言語能力・情報活用能力の重点的な育成のための取組、認知機能強化 

に着目した取組、学習方略やメタ認知等に関する体系的指導等 

❸　関係性の質を高め、学習の一層の円滑化に特に資する取組 

（例）いじめ防止や安全に関する教育、対人関係の基礎となるソーシャルスキルの育成などの 

対話的な学習の基礎となる人間関係形成の円滑化に資する学習等 

※　こうした取組を特に要する児童・生徒を対象として行う場合も考えられ、その場合例 

えば、❶や❷の取組を実施する場合に、特に要する児童・生徒については❸を実施す 

るといった実施方法も考えられる 

❹　その他地域等の特色を生かした取組 

（例）特別支援学級・学校との交流及び共同学習、地域の多様な大人と探究的に関わる活動、 

現代的な諸課題に対応した教育活動を更に深掘り・充実させる学習活動等 

 

源 流 
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社会をよくする道 

 

 

 

 

  
 

 

※ 人格を高める教育こそが、社会をよりよくすることに改めて認識させてくれる言葉です。 

京セラ名誉会長、ＫＤＤＩ最高顧問、日本航空名誉顧問　稲盛和夫  

現代の混迷した社会を思うとき、私たち一人一人が、どのような環境に置かれよう

とも自らを磨き、人格を高めようとひたむきに努力し続けることが、一見迂遠（うえ

ん）に思えても、結局は社会をよりよいものにしていくと信じています。 

　　　　　　　　　　出典：「稲森和夫一日一言　運命を高める言葉」（稲盛和夫著　致知出版社）


